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　　　カンボジア･チャンバック小学校再建プロジェクト

新しい教室、新しい遊具を子どもたちはとても喜んでくれました

,●一岬

ｌ　　　　●

。代＼ご・



〃k

,声k

ＡＭＤＡ

J6urnal

　　　2001

　　5月号

　　　◇

CONTENTS

　班獣心順

　カンボジア･チャンバック小学校再建プロジェクト

　　　　　（3月14日開校式に集った地域の人々）

　AMDA高校生会が開始したこのプロジェクトは多＜の皆様

のご支援のもと２年の歳月をかけてチャンバック小学校再建

の運びとなりました。

　老朽化の進んでいた同小学校はコンクリート建ての新しい

校舎へと生まれ変わり､校名もカンボジアー日本フレンドシッ

プ小学校へと改称されました。

　開校式に出席したAMDA高校生会メンバーは彼らの地道な

活動の成果を目の当たりにして感激も一入のようでした｡そし

て帰国後、報告会を開＜とともにこのプロジェクトを始めた

AMDA高校生会の先輩たちに写真を添えた報告書を送りました。

書き損じﾊｶﾞｷを集めています

＊書き損じのハガキ、未使用の切手・ハガキ、

　各種プリペイドカード等がありましたら

　AMDAにお送り下さい。

＊使用済テレホンカードは収集しておりません。

【送り先】岡山市楢津310-I　AMDA事務局

お問い合せは、TEL　086-284-7730

　　　　　　　FAX　086-284-8959

　　ＡＭＤＡ会員ネットワーク

　　　　　参加者募集

●4amda-jnet＠amda.o｢｡｣p>

AMDA会員とのインターフェイス機能を

目的とし､AMDAの動きをリアルタイムで

お知らせできます。

(AMDA速報･イベント案内･人材募集)

　ご希望の方は＜member＠amda.o｢･｣p＞

まで、住所、氏名、電話、FAXに併せお申込

み下さい。　　　　　AMDA会員情報局
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カンボジア特集
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「ＣＡＭＢＯＤＩＡ ＪＡＰＡＮ ＦＲＩＥＮＤＳＨＩＰＳＣＨＯＯＬ」完成報告

　　　　　　　　～チャンバック小学校再建プロジェクト～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇
　　　　　　　　　　　　　　ｺﾐｭﾆﾃｨｰｻｰﾋﾞｽ局

　　　　　　　　　　　　　　　　伴場　賢一

　さかのぼること半年ほど前､カンボ

ジアの雨季の中で最も降雨量が多い時

期、雨に濡れ果て黒くたたずんだ建

物､初めて見たチャンバック小学校は

物質社会に住む私にとってとても子ど

もたちが教育を受けられる場所とは思

えなかったといっても過言ではありま

せんでした。

　そんな状況の中、２年前から現地の

強い要望に応えAMDA高校生会がス

タートしたチャンバック小学校再建プ

ロジェクトは､さまざまな皆様のご好

意のおかけで新校舎(名称:Cambodia

Japan Friendship Schoo1)が完成し

３月14日開校式を迎えることが出来

たことを報告させていただきます。

　建物は平屋建ての２棟。４つの教室

と、職員室、当初の予定では図書館と

して利川する予定だった部屋は図書室

と兼用してAMDAが継続的に支援し

てきたデイケアセンターの幼児たちも

利用できることになりました。

　その他に、給水・電気に雨水を利用

するトイレも完備され､晴れ晴れとし

た青空のもと、のとかな風景の中に白

い壁と赤い屋根の校舎は一層誇らしげ

に建っています。

　カンボジアでは長年続いた内戦､そ

してポルポトによる粛正と言う名の大

虐殺(虐殺の対象は主に公務員･教員･

エンジニア･医師などの知識階級であ

った)により､国を担う人材の不足､さ

らには安定した教育が受けられない事

が危惧されています。

　それだけに教育に対する思い入れは

大きく、また小学校がコンポンスプー

州で初めてのコンクリート建ての小学

校であることから開校式には現地から

全校生徒はもちろん代議士・州副知

事、日本側から在力日本大使館の渡辺

２等書記官･(株)ウエスト･AMDA関

係者を始め1､500人もの人たちにご出

席いただき盛大に執り行われました。

　開校式の後、日本から参加した４名

のAMDA高校生会メンバーがそれぞ

れに出来たばかりの教室に集まった児
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写真右

　前チャンバック

　小学校

写真下

　カンボジアー日本

　フレンドシップ小
　学校として生まれ

　変わった前チャン

　バック小学校
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童たちへ､思い思いに折り紙･縦笛･簡

単な日本語の紹介を行いました｡ほん

の1時間程度の時間でしたが、初めは

恥ずかしかっていた児童たちも次第に

打ち解けて､遠いところからやってき

たお兄ちゃんお姉ちゃんと一層目を輝

かせながら楽しい時間を過ごしました。

　最近の日本のニュースでは､高校生

の犯罪･凶悪犯罪の低年齢化などが取

り上げられていますが､言葉も文化も

分からない異国でこうしてボランティ

アを行い、自らアルバイトをして旅行

費用を賄った高校生かいることが日本

人として、とても誇らしく思えます。

　今回の再建プロジェクトはこれから

が本番です｡先の理由の通りカンボジ

アで直面している問題の少しでも手助

けになるように、また首都プノンベン

と比べ地方都市とは大きな格差が見ら

れるため、ＡＭＤＡでは今後もこの

Cambodla Japan Friendshlp Schoo1

をモデルケースに､現地の希望を聞き

ながら、地域教育の場として、地域開

発を行っていきたいと考えています。

　今後とも皆様の変わらぬご支援ご理

解を賜れますようよろしくお願い致し

ます。

　最後になりましたが､今回のカンボ

ジア･チャンバック小学校再建プロジ

ェクトヘ多大なご支援をくださった

(株)ウエスト様、ジャスコ(株)岡出店

様､カトリック広高教司会関係の皆様、

街頭で募金をしてくださった皆様､ご

協力をいただいた皆様､そして何より

も街頭で声を張り上げ募金活動を続け

てくれたAMDA高校生会のメンバー

たち本当にありがとうございました。



カンボジアー日本フレンドシップ小学校の開校式

　2001年3月14日(水)､コンポンスプー州プノンスローチ地区

　　　　　　　　◇

シエン・りティ（Sieng Rlthy）医師

　　　　ＡＭＤＡカンボジア代表

　　　　　翻訳　藤井倭文了-

　　　ク小学校）は、AMDA高校生会と日本の建設会社（株）ウ

　　　エストとの共同で2000年12月１日に着工され、2001年

　　　３月フ目に完成した。

　　　ニの学校は２棟からなり６部屋に分かれている。

　　　　０４部屋：　小学校

　　　　０１部屋：　幼稚園兼図書館

　　　　０１部屋：　職員室及び図書室

　　　　その他に６つのトイレ、給水及び電力設備、運動場等を

〃、建設した。建設完了後、テーブル､椅子､ホワイトボード、

　　　戸棚及びその他の事務用品等､学校に必要な備品を提供した。

〃k

　AMDAとカンボジア王室政府との協力を得て、2001年

３月14日にその開校式がとり行なわれた。

式典の参加者:

1)カンボジア駐在日本大使館：渡辺二等書記官

2)カンボジア王室政府:

　H.E.Say Chhum、 Hi只h Representative of Samdech

　Hun Senカンボジア首相及び国会議員

　H.E.Bun Sok、教育省次官

　H.E. Ka叩Hean、コンポンスプー州副知事

　H.E.Hem Khan、国会議員

　H.E. Ly Sonヽ国会議員

　Mr. Tep Mean、プノム゜スローチ地区知事

　Mr.Sam Somota、コンポンスプー州教育部門理事

　Mr.Pen Seun、プノム･スローチ地区教育部門理事

　約50人のコンポンスプー州職員

3)(株)ウエスト関係：

　佐々部宏(株)ウエスト部長､藤原幹久(株)レーベル会長､早川

　リチャード良一(株)MAS社長

4)Treng Trayingコミューンの学校からの参加者：

　○生徒　　500人

　○教師　　　40人

　(カンボジアー日本フレンドシップ小学校､及び

　　Treng Trayl叩コミューン中学校の二校から)

５)ＡＭＤＡ ：

　ＡＭＤＡカンボジア：シエン･リティ(医師)､ロング･ビセ

　　　　　　　　　　　ス(医師)、ベン･ポブ・カニッサ

　AMDA-ADB : 藤野タケオ

　AMDA本部：伴場賢一、三宅和久(医師)

　AMDA高校生会：千先翔子、寺門宏枝、渋谷未来。

　　　　　　　　　　川上侑希

6)その他の参加者：

　○一般参加者　　　　　　600人

　○聖職者　　　　　　　　　70人

　○僧侶　　　　　　　　　　　７人

　　　　　開校式で小学校再建ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの報告をする筆者

　最初に、AMDAカンボジア代表である私が学校建設に

関する報告をし、次いで、コンポンスプー州副知事が

AMDAと（株）ウエストの出席者に対し歓迎の辞を述べた。

　次に、AMDA本部を代表して三宅医師の挨拶があり、続

いて渋谷未来さんがこの式典に参加する喜びと日本とカン

ボジアの高校生の交流について提案した。

　（株）ウエストから、佐々部氏が挨拶をし／‘カンボジア

の教育プログラムを支援する意向､全生徒にこの新しい学

校で一生懸命勉強し､将来社会に出て役立つ人になって欲

しい”との願いをこめた吉川社長のメッセージを代読した。

　次に、日本政府を代表して渡辺氏が日本とカンボジア間

の協力、特に医療、教育、及びその他の開発プログラムに

開する日本からカンボジアヘの支援について述べた。

　Ｈ王.Say Chhumが王室政府を代表して挨拶し、カンボ

ジアの教育事情について説明し､同国の再建のために広範囲

において支援の手を差し伸べて下さった日本の支援者と日本

政府に対しカンボジア王室政府から深く感謝の意を述べた。

　全スピーチの終了後、H.E.Say ChhumとH.E.Bun Sok

が（株）ウエスト吉川社長の代理、佐々部氏とAMDAインタ

ーナショナル理事長菅波医師の代理､三宅医師に国家建設

勅一等ゴールデンメダルを授けられた。

　式典はテープカットに次いで､生徒にノートや鉛筆等を

配り閉会した。

　その後、AMDA高校生会のメンバーは、デイケアセン

ターの小さな子ども達におもちゃを配ったり､子ども達は

カンボジアの童謡を披露しAMDAと（株）ウエストの出

席者を歓迎した。

　式典は成功裡に終り、この地域の住民はAMDAと（株）

ウエストの支援に対し心から礼を述べた。

　この学校の今後の計画として､カンボジアと日本の間の

協力、結束、フレンドシップについて人々に紹介出来るよ

う日本の学校と姉妹校縁組を結びたいと願っている。
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カンボジア持薬
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カンボジア･チャンバック小学校開校式に出席して

　僕たちAMDA高校生会の４名は３

月け目にカンボジアのチャンバック

小学校の開校式に参加しました。

　僕はAMDA高校生血に入ってから

の２年間ずっとこのチャンバック小学

校に関わっていたということもあって

この前の目からもう既に頭の中はチャ

ンバック小学校でいっぱいでした。

　そして迎えた当［］、小学校があると

ころまでプノンベン市内から車で1、

2時間ほど掛かりました｡学校周辺の

様子はというと､プノンベン淑内とは

打って変わって落ち着いていてとても

のどかな雰囲気でした。

　車から降りて､目の前にある小学校

の門をくぐると、1､500人もの人が日

本とカンボジアの旗と拍手で僕たちを

迎えてくれました｡やはりその中を通

っていくのは嬉しいやら恥ずかしいや

らで何か複雑な感じでした｡そしてそ

の群衆をくく洵抜けると、左右に2つ

トーンと建っている小学校が目に入っ

てきました｡それを見て殼初に思った

ことは「はぁ小学校お」って感じでし

た｡でもだんだん実感がわいてきて自

分の席に着いた時にはまともに校舎が

見れなくなっていました。

　そしてセレモニーが始まり来賓の方

々のスピーチが2時間以上も続きまし

た。その中でAMDA高校生会を代表

して今回一緒に行ったメンバーの一人

である渋谷未来さんも英語で

「AMDA高校生会はこれからもカンボ

ジアの皆さんと協力しあいながら活動

を続けていきたい」とスピーチをしま

した。そのスピーチも無事終わり、テ

ープカットを行い､教室に入り生徒た

ち一人一人に高校生会から用意したノ

ートと鉛筆をプレゼントしました｡み

んな嬉しそうに受け取ってくれました。

　セレモニーが終わり次に小学校の生

徒だちと､小学校の一角にあるデイケ

アセンターという保育所の子どもだち

との交流会をしました｡デイケアセン

ターでは僕たちが日本で集めたぬいぐ

るみをプレゼントしました。

　その後にデイケアセンターの子ども

たちが歓迎の歌を歌ってくれました。
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AMDA高校生会　川上　侑希

その歌を聴いたとたんに僕はこのプロ

ジェクトに携わってきた２年間が脳裏

に浮かび､胸が熱くなり目に熱いもの

が感じられました｡僕たちはその歌の

お返しにカンボジアに来て毎日移動の

時などを利用して練習していた「ふる

さと」をリコーダーで演奏しました。

最初はリコーダーだけで演奏レ２回

目にそこにいた日本人みんなの歌付き

で演奏をしました｡デイケアセンター

の子どもたちも喜んでくれてたようで

した｡次にチャンバック小学校の生徒

たちが居る校舎へ移動レ各クラスに

一人ずつ入り、折り紙やあやとりなど

日本の遊びを教えました｡言葉は通じ

ないけど一生懸命仏えようとすれば伝

わるのだなぁと思いました｡小学校の

生徒とは時間も押し追っていたことも

あって､あっという間に時間が過ぎて

しまいました｡小学校の生徒だちとち

ょっとの時間しか触れ合うことができ

なかったことだけが唯一この七レモニ
『

－での残念なことでした。

　振り返ってみるとやっぱりニのチャ

ンバック小学校を[与建する二とができ

て本当に良かったなあと思います。

このセレモニーが終わってもまだ僕の

頭の中はチャンバック小学校です｡そ

れだけ僕にとっては実際に[チャンバ

ック小学校を見た！子どもだちと会え

たにというのは衝撃的なことだった

のです。

　絶対また何年か経ったらあの地を訪

れたいと思います｡そして今度はちゃ

んと現地語をしゃべれるようにしてい

っぱい生徒だちと触れ合いたいです。

最後になりましたが、このチャンバッ

ク小学校再建プロジェクトにご支援、

ご協力くださった方々、どうもありが

とうございました。



　　　　　心が豊かな国たった

　　　　　　　　渋谷　未来

　　　　カンボジアから帰ってきた今､心か

　　　らそう思う｡物質的には決して恵まれ

　　　ているとは言えないのに､そこには目

　　　本では感じることのできないぬくもり

　　　があった。好奇心旺盛な子ども達の

　　　瞳、素朴な笑顔。その一つ一つからだ

　　　くさんのパワーをもらった気がする。

　　　言葉が通じない分相手の言っているこ

　　　とを理解するのは難しかったが、「分

　　　かり合いたい」と思う気持ちがあれ

　　　ば､自然と通じ合えるものだと思った。

　　　　私のカンボジアでの一番の仕事は開

　　　校式でのスピーチだった｡大勢の人の

〃。前でのスピーチは本当に緊張したが、

　　　何とか無事に終えることができてホッ

　　　としている。でも本当は、スピーチを

　　　読む事よりもカンボジアの子ども達と

　　　同じ時間を共有できたことの方が､私

　　　にとっては重要だったと思う｡「学校は

　　　好きですか？」という質問に、元気よ

　　　く「はい!」と答えてくれた子ども達。

　　　その姿を見て､今まで頑張ってきて本

　　　当に良かったと、胸が熱くなった。

　　　　最後に､今回お世話になった全ての

　　　人に心から感謝し､チャンバック小学

　　　校の芳賀帳に私が記念に残してきた言

　　　葉を記そうと思う。

　　　　未来を担うチャンバック小学校の子

　　　ども達へ

　　　「一緒に未来を作っていきましよう｡」

●k

　　　ついに来たんだ！

　　　　　　千先　翔子

　３月12目午後１時20分､予定より

１時間以Ｌ遅れてプノンベン空港到

着。タラップを降り、むわっとした外

気に触れると､何か熱いものがこみ上

げてきました。

　今回カンボジアを訪れたのは2年間

高校生会が再建のための活動に関わっ

てきた､チャンバック小学校の開校式

に参加するというのが一番の目的だっ

たわけですが､その開校式では大勢の

子ども達がとびきりの笑顔と拍手で出

迎えてくれ、２年間（私が参加したの

は1年間ですが）の活動が実を結んだ

のだなぁ、と改めて実感しました。

　やはり自分たちの活動に対する現地

の方々の反応をじかに確かめられる機

会はなかなかないので得たものは大き

く、今後の活動にもそれを生かしてい

ければと思います。

　又､現地の状況を目の当たりにして

強い衝撃を受けました｡物乞いをする

人や小さい頃から学校へも行けず商売

をさせられている子ども…そういった

人々がいる、ということは把握してい

ましたが､その数が想像以上だという

ことを思い知らされ自分がいかに恵ま

れているかを思わずにいられませんで

した。

　ただ､そうした貧しい人たちが多い

のは事実ですが、町、特にプノンベン

は活気に満ち､行き交う人は皆生き生

きとした表情をしていました。人擦れ

していないせいか､澄んだ瞳が今も忘

れられません。　よく｜目は心の窓だ」

と言いますが､本当にその通りだと思

います。

　最後になりましたが､道中お世話に

なったべ宅先生や伴場さんをはじめ、

ＡＭＤＡ職員の方や、このプロジェク

トをすすめてこられた多くの先輩方を

含めた高校生会のメンバー､そして私

を支えてくれた友人や両親に感謝を述

べて筆をおきたいと思います｡本当に

有難うございました。

　　　　行ってよかった

　　　　　　寺門　宏枝

　チャンバック小学校の開校式の時の

すごい歓迎にはびっくりした。

　私はプロジェクトに参加した期間が

短かったけどとても感動した｡私より

ずっと前からプロジェクトに参加して

いた他のメンバーの感動はもっとすご

かったと思う。カンボジアに行ってカ

ルチャーショックで辛くなったり悲し

くなった時もあったけどカンボジアに

行ってポンドに良かった｡確実に自分

にとってブラスになった。自分にとっ

て良い人生勉強になった。

　今回の旅行でお世話になった三宅先

生、伴場さん、AMDAのみなさん、本

当にありがとうございました。

チャンバック小学校再建プロジェクト完成に寄せて

－　　　　　　　　　　　　◇
（株）ウエスト　開発本部　部長　　佐々部　宏

　今般のチャンバック小学校再建のセレモニーにおいて、

当社社長吉川に急な所用が出来たため、当社を代表し私、

このプロジェクトに共感いただいた一ツ橋総研の理事で

（株）ＭＡＳ社長早川良一氏・（株）レーペン会長藤原幹久

氏の３名が当地に赴きました。

　ちょうど6ヶ月前、吉川社長以下４名で当地を訪問し大

勢の児猷たちの期待を受け参加したＡＭＤＡのカンボジ

ア・チャンバック小学校再建プロジェクトは、あの崩れそ

うな校舎が大変立派な校舎に生まれ変わり､美しく整備さ

れた校舎の中庭でコンポンスプー州を挙げてのセレモニー

が行われました｡在カンボジア日本大使館より小川大使の

名代として渡辺2等書記官が出席され、日本政府としてこ

のようなプロジェクトを達成させたことに対する大いなる

感謝の言葉を頂戴し､またカンボジア政府よりフンセン首

相からの感謝状とメダルがＡＭＤＡさんと当社に付与さ

れました。

　この感謝感激を報告し、社員一同更なる共感の輪を広

げていく所存であります。蛇足乍、当社の岡山のショー

ルームにてカンボジア･チャンバック小学校再建プロジェ

クトの資料を展示させて頂いておりますので､お近くにお

立ち寄りの際は是非ご覧ください。

　また今後もこの小学校の維持を目的に「ウエスト国際

貢献カード」を発行し売上金の全額を活動資金として協

力して参りたいと思います。

　最後に今回の意義あるプロジェクトに参加させて頂い

たことに対し、AMDAの関係者の皆様、日本政府、カン

ボジア政府、並びにカンボジアの皆様に『ありがとうご

ざいました』と申し添えます。
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ザンビア報告

　　　　　ザンビア共和国でのJICA-NGO連携
プライマリー･ヘルスケア･プロジェクトの調査報告

　　　　　　　　　◇

調査派遣者　近藤　麻理

私は、2000年12月25目から2001

年２月４日まで、アフリカ大陸の南部

ザンビア共和国の首都ルサカ市でプラ

イマリー・ヘルスケア（PHC）プロジ

ェクトの調査を行ってきました｡そこ

では、JICAとNGOとの連携事業とし

てプライマリー・ヘルスケア（PHC）

プロジェクトを1997年より５年間の

予定で実施しています。現在は、

AMDAから４名の人間味あふれる優

秀な専門家が活動しており、ＡＭＤＡ

会員として非常に誇らしく思いまし

た。このプロジェクトは、ルサカ市地

域保健管理チーム（LDHMT）をガウン

ターパートとし、急増する都

市人目とコンパウンド（貧困

地区）の健康問題改善に取り

組んでいます。プロジェクト

期間終了を2002年３月に控

え､現在では､①パイロット地

区でのコミュニティーペース

のプライマリー・ヘルスケア

（PHC）の推進、②ルサカ地区

におけるヘルスセンター（Ｈ

Ｃ）機能向上とレファレル体

制の確立、③ルサカ地区にお

ける学校保健モデルの構築、

この３領域を軸にして活動が

行われています。

管理栄養士、環境衛生上の方々が、非

常にすばらしいファシリテーターとし

てのスキルを既に持っていることでし

た。彼らは、PHCプロジェクトのカウ

ンターパートでもあ０、今後の地域に

おける住民組織自立発展の支援者･指

導者として重要な役割を果たします。

４年間のプロジェクト実施中に確実に

リーダーが育ったことは､大きな次へ

の希望につながります。

　外国からの支援は無限に続くのでは

なく、必ず実施期間と言うものがあり

ます｡ですからプロジェクトが終了後

も、現地の人たちがどのように運営・

代表はやや良い生徒ぶったところが抜

けないため、どの意見を聞いていても

画一的でつまらないのが普通でした

（これはあくまでも私見ですが）。です

から、そのとき直感で「ザンビアはや

れるかもしれない」と思ったのでした。

　さて調査の結果､次のようなことが

明らかになりました。

①コミュニティー・ヘルスワーカー

（CHW）は、ジョージ地区に暮らす人

々のコレラなど感染症の予防､乳児の　ｆ

継続的な体重測定などをヘルスセンタ

ーの指導のもと実施し､住民組織の中

心的な役割を果たしています。そし

　　　　て、３ヶ月に一一度のヘルスプ

ロモーションキャンペーン実

施などを通して300名以上

の住民が参加し、健康教育に

大きな影響力を持っているの

です。６週間の養成コース終

了により健康教育の知識があ

り、そのリーダー達が成長し

ている現状を考えると、今後

短期的に経済的支援を他の住

民組織やNGOから求めると

しても、CHWの存続は必須

であると言えるでしょう。経

済的自立運営にあたり大きな『
コミュニティｰヘルスワーカー｛CHW｝がジョージ地区で子どもの体重測定をしてぃる　　　課題を残すものの、将来的に

　今回の調査では、このPHCプロジ

ェクト実施中に形成された3つの住民

組織の自立発展性と継続可能性につい

て調査し､帰国後の報告書にはその結

果と提言を取り纏めました｡①コミュ

ニティー・ヘルスワーカー(CHW)、②

KOSHU有料トイレ委員会、③ジョー

ジ地区環境保健衛生委員会(GEHC)、

この３つの住民組織が今回の対象で

す。現地での調査は、住民組織リーダ

ーやPHCプロジェクト専門家からの

インタビュー、そしてAMDAザンビ

アが中心となって実施した住民参加型

のワークショップ｢住民組織の自在発

展性について｣などから行いました。

私がまず驚いたのは､住民参加型のワ

ークショップを実施するに当たり現地

のヘルスセンター職員である看護婦、
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実施していくことができるかを考えな

くてはなりません｡その考えが無けれ

ば､プロジェクトが全く消えて無くな

ることも有りますし､害を及ぼすこと

もあるのです｡外国への支援で最も考

慮されるべき点は､プロジェクトの継

続性であり､結局はプロジェクトが住

民やその国にとって本当に必要性の高

いものなのかが問われることになりま

す。

　次に驚いたのは､住民組織が行って

いる勉強会やワークショップに参加し

た時の住民の積極的な意見や自分の役

割に対する意識の高さでした。アジ

ア､特にタイの住民活動を多く見てき

た私にとって､自らの意見を堂々と述

べると言うことは新しい発見でした。

アジアは上からの力が強すぎて､住民

はりーダーのもとで自立の道を考え実

行することが期待できると思うのです。

②199り年12月31日、リランダ・マ

ーケットとバス乗り場がある中心部に

KOSHUと名前の付けられた有料トイ

レが開設しました｡住民への環境教育

を含めて､住民組織の経済的自立運営

を目指して作られたものです。トイレ

正面には小学校の子供達が描いた絵を

もとに鮮やかに描かれた目を引く壁画

があります。有料ですから200クワチ

ャという町の公衆トイレと同じ料金が

設定されています。現地の人たちは、

このトイレはザンビア中で一番清潔で

美しいトイレだと教えてくれました。

１年後の2000年12月のトイレ利用者

数は､経済的自立運営可能な一日平均

利用音数が100名を越えました。です



　　　から今後は､他住民組織の自立のモデ

　　　ルとしても、発展が大いに期待できる

　　　組織であると言えるでしょう。

　　　③ジョージ地区環境保健衛生委員会

　　　（GEHC）はワークショップで計画し

　　　た活動内容を自立運営を念頭に置き実

　　　施しているため､住民組織メンバー一

　　　人-人の経済的自立への意欲は非常に

　　　高いと言えます｡ジョージ地区での重

　　　要な環境問題の課題として、ゴミ収

　　　集、家庭用トイレの設置、排水路、健

　　　康教育などに重点を置いた活動を実施

　　　しています。今後、ゴミ収集時に少額

　　　なお金を集めることになりますが、こ

　　　れにより住民の参加が減少しないこと

　　　を期待したいものです。

　　　　　私は今回の調査から、ジョージ地区
一｀　　における住民組織の自立発展と継続の

　　　可能性は高く、PHCプロジェクト終

　　　了2002年３月までの一年間で、次の

　　　ような住民組織の強化により安定した

　　　住民活動が可能となると考えました。

　　　①ヘルスプロモーションキャンベーン

　　　による地域活性化の継続､②住民参加

　　　型ワークショップの開催､③行政側か

　　　ら住民への支援､④住民組織運営能力

　　　をつける、⑤ヘルスセンターとNGO

　　　からの継続的支援､⑥人材の育成の６

　　　点です。このようなことは、短期間し

　　　か関わることのなかった私が言うまで

　　　もなく、現地の専門家たちはすでに動

　　　き出していることでしょう。

　　　　　さてAMDAザンビアはどのような

　　　活動を展開してきたのでしょうか。
f　　1998年９月よりスタートし、PHcプ

　　　ロジェクトの社会開発分野における連

　　　携を行っています。その目的は、ジョ

　　　ージ地区で生活する人々の健康状態の

　　　改善と､貧困問題への取り組みにあり

　　　ます。また現在の主な活動は、①洋裁

　　　教室、②識字教育、③コミュニティー

　　　農園運営、④マイクロクレジット（小

　　　規模融資はバウレニ地区で実施）の４

　　　つの活動が実施されています｡特にコ

　　　ミュニティー農園の運営に関しては、

　　　昨年度より試行錯誤を繰り返しながら

　　　作物を育ててきました｡私の滞在中に

　　　は､青々とした大豆が立派に成長して

　　　いました。これをどのように換金して

　　　いくか､販路を見つけることは住民だ

　　　けでは行えません。ですから今後、住

　　　民としっかりした話し合いを持ち、そ

　　　の運営方針を打ち出すことが期待され

　　　ていると言えます。

ワ
ー

ク シ ョ ッ プ 終 了 後

、

参 加 者 全 員 で の 記 念 撮 影
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AMDAスタッフ　オフィス前にて

　今年度は､ジョージ地区に職業訓練

センターを建設する予定があります。

今まで継続してきた洋裁教室や識字教

育に加えて､住民が貧困から抜け出せ

ることができるようなプログラムが実

施されると思います。また、これによ

りマイクロクレジット利用者も増加す

ると予測できます｡今まで人切にそし

て地道に実施してきたことが､住民と

共に大きく花開こうとしている時期に

なるのでしょうか。５月頃からは、青

年海外協力隊の農村開発専門の方が

AMDAザンビアで活動すると開いて

います。

　JICAの実施するPHCプロジェクト

終了後も、AMDAザンビアは現地に

残り支援を続けるでしょう。 ＡＭＤＡ

ザンビアではジョージ地区出身者が活

動しています。ですから、自分たちの

問題として取り組むことができている

のだと思うのです｡スタッフの熱意と

プロフェッショナルな仕事ぶりには本

当に頭が下がりました｡昼食で一緒に

主食のシマを食べながら熱く語ってく

れたことは忘れられません。しかし私

が､再訪することはあまり歓迎されて

いないようで「日本人は仕事のしすぎ

だ」と旨われてしまいました（笑）。

KOSHU有料トイレの正面に描かれた絵

今後のますますの発展と成長を期待し

ています。

　数年前には停滞していた住民組織の

活動が、１年程前から様々な住民組織

やNGOを巻き込む形で活発になり形

としてやっと見えるようになってきた

ようです｡人材が育つことを根気よく

待たなくてはならないプライマリー･

ヘルスケア（PHC）の性質上、地域住

民の人材が成長し組織が形を整えるま

でには長い時間がかかります。今、住

民組織のリーダーがようやく育ち始め

た段階で、このような地域に根ざした

PHCプロジェクトを期間だからと終

了してしまうことは非常に残念なこと

だと思います。是非、プロジェクトの

延長、あるいは第２フェーズヘの連や

かな移行を望みます。

　最後に、今回NGO等連携強化費事

業にて現地へ調査派遣くださった

JICAとＡＭＤＡ関係者の方々に深く

お礼申し上げます。また、現地の住民

組織やNGOで活動する皆様の暖かい

心に感謝いたします。そして、PHCプ

ロジェクトで活躍されている専門家の

皆様には本当にお世話になり励まして

いただきました｡心からお礼申し上げ

ます。

　　　　　　AMDA Joumal 2001.57
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ケニア報告
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ケニアでの活動を振り返って

　　　◇
林　削秀

　1凹ﾌ年11月から国連ボランティ

アとして､ケニアの首都ナイロビにあ

るAMDAのアフリカ地域事務所にて

活動を行い､今年の２月をもって任期

終召こ伴い帰国しました。この間の活

動を振り返りご報告したいと思います。

　AMDAナイロビ地域事務所は、ア

フリカ諸国におけるAMDAの活動の

Admlnistration及びLogistiこサポー

トを行う事務所として1凹5年に設立

されました｡ナイロビは東アフリカ随

一の大部面で､物資の流通や国際線の

頻繁な乗り入れなどさまざまな面で東

アフリカの入り目としての役割を果た

しています。 AMDAのみな

らず多くの欧米系の国際

NGOはナイロビに事務所を

持ち、ここを拠点として近

隣諸国での活動を実施して

います。事務所設立以来、

AMDAのルワンダ難民支援

プロジェクトを実施するた

めの中継点として、派遣ス

タッフの受け入れや難民キ

ャンプヘのフライトの確保、

プロジェクト物資購入、情

報伝達などプロジェクト実

施に欠かせない業務を行ってきました。

　1997年度より、ケニア国内におけ

る長期プロジェクトとして、ＡＭＤＡ

が提唱する「健康と貧困の問題」に包

括的にアプローチするABCコンセプ

トに基づくプロジェクトが開始されま

した｡ケニアのみならず開発途上国に

おいては､医療や健康の問題というの

は単独に存在するものではありませ

ん。保健施設や医療施設、医療スタッ

フの絶対的な不足というのは大きな問

題ですが、そういった施設の設置、ま

た医療提供のシステムを構築するだけ

では､問題が解決の方向に向かわない

という現状があります｡診察を受ける

患者や保健衛生状態改善を主体的に行

う地域住民が貧困に苦しんでいるため

に､保健医療システムにアクセスでき

なかったり、また生活の中で衛生環境

を改善する活動ができなかったりする

からです｡医療施設にアクセスできな

いというのはお金がないから診察や投
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薬を受けられないというだけでなく、

医療施設が患者さんから診察料金を徴

収できないため運営経費を確保でき

ず､結果として医療スタッフを常駐さ

せることができない、または医薬品を

常備できないという悪循環を起こすこ

とになります。ケニアの保健吉は、で

きるだけ廉価に医療を提供できるよう

lnitiativeを取っており、初診を40ケ

ニアシリング（70円程度）に設定して

いますが､それでも診察料を払えない

人は多く、またケニア政府の財政も十

分ではないため､病院や診療所の運営

は資金面で完全にショートしていま

す。こういった現状に対し、中長期的

な改善に向け住民の経済的な自立すな

わち貧困対策といったものが不可欠と

なります。 ABCコンセプトはここに

焦点を置き、職業訓練を行い、マイク

ロクレジットを実施することにより、

住民の経済的な能力を高めてもらうと

いうものです。AMDAはナイロビ市

内にあるキべうスラム地区に住む女性

を対象としてプロジェクトを実施しま

した。これまで約120名の女性がトレ

ーニングを終了し、内40名強がマイ

クロクレジットの対象となり、小規模

のビジネスを行っています。

　地域事務所の重要な課題としてアフ

リカにあるAMDA事務所と目本の本

部の間における情報伝達の円滑化とい

う点があげられています｡近年のイン

ターネットの普及を受け通信のスピー

ドが格段と速くなったことにより、日

本とアフリカという地理的な距離によ

るコミュニケーションの不使さは軽減

されましたが、レポートや事務業務上

のより確ごしたシステムが今後必要に

なると思います。

　３年に及ぶ活動の中で、ひとつ達成

できなかったことはケニアでの

AMDA支部の設霖です。AMDAは多

国籍のNGOとして泄界で活動してお

りプ[]ジェクト実施の為、日本だけで

なく、ネパールやバングラデッシュ、

フィリピンからも医師、看護婦、調整

員が派遣されています｡その基盤にな

るのが各国に設立されているAMDA

支部です。現在アフリカではスーダ

ン、ザンビア、ルワンダ、ウガンダの

４力国に支部があり､現地スタッフが

活動しています。

　1りりﾌ年のソマリア洪水緊

急救援時にはAMDAウガン

ダ事務所からウガンダ人医

師が、2000年のモザンビー

ク洪水緊急救援時には

AMDAザンビア支部からの

医師がAMDAの緊急救援活

動に参加し、被災者の診療

活動にあたりました。

　アフリカは援助を受ける

だけの大陸ではなく、自国

内の問題だけにとらわれず

にグローバルに相互扶助を実施する基

盤が既にあると私は考えています｡今

後AMDAのネットワークの基盤とな

る支部がアフリカ各国に設立され､緊

急救援プロジェクトだけでなく長期開

発型のプロジェクトも含め、ＡＭＤＡ

アフリカのメンバーが世界中で活躍す

る時代がくることを期待しています。

　最後になりますが、AMDA本部事

務局での勤務を含め５年にわたり

AMDAのプロジェクトに携わってき

ました。　この間、多くのAMDA支援

者､支援団体そしてボランティアの方

々のご協力やご助言を得て、どうにか

業務を遂行してまいりました｡心中よ

り感謝申し上げます。また、今後もま

すます大きくなるニーズに応えるべく

活動を展開するAMDA本部職員、プ

ロジェクト派道者とAMDA支部メン

バーの皆様の更なるご活躍を心より祈

念しております。
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アンゴラ報告

アンゴラ国内避難民救援活動

アンゴラt哨所　ファイナンス・オフィサー　田中一弘

　　　　　　　　　(2001年３月５田

　私たちがアンゴラに入って、早、半

年以上が経過しました｡プロジェクト

の立ちﾄげという第一段階から､プロ

ジェクトを軌道に乗せるという第二段

階までを無事に終了し、この活動を効

果的に発展させていくという次の段階

に入ったといったところでしょうか。

　このプロジェクトは､国連難民高等

弁務官事務所（UNHCR）の実施パー

トナーとして､北部ザイーレ州の州都

ムバンザ･コンゴにて、州立病院を再

建するというものです。具体的には、

AMDAの医師による診察、現地病院

スタッフのトレーニング、医薬品・医

療器具の供与､水･衛生プログラム､栄

養プログラム､予防接種プログラムな

どを実施しております｡病院の建物自

体の修復など､ハード面は政府が担当

し、AMDAはソフト面の強化を担当

するという形をとっているといえます。

　これまで、オフィスの設立、政府機

関および国際機関との交渉、移動・輸

送手段の確保など､苦労することも多

々ありましたが、この短期間で大変大

きな結果が得られたことをご報告した

いと思います。また、ザイーレ州知事

ならびに保健省からいただきました感

謝状もあわせてごらんいただければと

一　思います。

　昨年８月末から現在までの6ヶ月間

は､あっという間に過ぎてしまったよ

うで、しかし、もっと長い間滞在して

いるような不思議な感じがします｡ア

ンゴラという国で､まったく何もない

ところからプロジェクトを立ち上げる

には､様々な事を同時に考え行動する

ということを要求されました。　これ

は､どの国のプロジェクトにも当ては

まると思いますが、日本では本当にな

んでもない仕事がとても骨の折れるも

のになることが、しばしばあります。

もちろん､常にそういうことを頭にい

れて活動しているわけですが､スムー

ズに進まないことが重なりますと､想

像以上の忍耐が必要となってきます。

　ただ、そういう環境だからこそ、や

りがいも感じられるのも事実です｡す

に…………ﾚy……i感謝め言葉………

　’:ジョ:セ･レペ:ﾄﾞﾂﾞﾛ子オーガスキ宍ﾘdseいPedto Augusto）医師

…………y……,に.=l･.,･…………ザイμ･レ州政府保健酋長官‥．∧

・ザイ十レ州政府･7保健省め責任者としてAMDA,日本代表へ心から感謝

の気持ち･をお伝え以た,lじます.……http://ｗｗw.

匹この機会をおかりしてレ貴団休めズタ)ソフ=が短期間にムバンサ・コン

ゴ州･立病院にお｡いて医師1'･ﾊﾞ薬品;･毯療器具､丁家具、看護婦のための技術

指導ご予防摂取､1………栄養障害をもつ子供への栄養支援等の提供をしで下さ

り深ぐ感動しております､L/こ､のﾌﾟロジエLｸ……ﾄlま当病院スタッフの向上意

識を高める源となり､私はこの感謝の気持ぢをどう表現すればいいのか、

ふさわしい言葉さえ見づける事がでぎませlん｡‥‥　‥‥：　　‥　：

’他のNGOや首デカルパ斗ﾚﾄﾅ÷と比較ずるづも･りは少‾しもありません

がいAMDAは賞賛ざれ右べ:き社会的な団体であyりぐ当地の住民と協力し

て活動していますレＡＭＤＡは本当の意味で活躍しでいる,ＮＧＯです。

AMDAは州立病院ｔ長い聞失われていた医療に関する明確な指標を取り

戻すだめに貢献してぐださづていますぷありﾚがとうございます｡プ∧

べてが新しい二とばかりなので、とて

も刺激があります。このプロジェクト

を支援してくださっている皆様の期待

に応えようとする責任感が、日々の活

動を充実したものにしてくれます。こ

うした二とすべてが、これまでの時間

を短かかったようでかつ長かったよう

に感じさせるのではないかと思います。

(翻訳･‥藤井倭文子)

これからも、このプロジェクトをより

一層効果的なものにし、ムバンザコン

ゴの州立病院の復旧と住民の健康の向

上に貢献できるよう、がんばりたいと

思います。今後とも、アンゴラ・プロ

ジェクトに皆様のご理解とご協力がい

ただけますよう、どうぞよろしくお願

いいたします。

　　　　　　ルW/)Å去月μ7M/ 2θθ/.j9



-

バングラデシュ報告
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　今までにポうンティアといえるよう

な事はした事がないにもかかわらず、

今回､縁があっ工ノベングラデシュに行

く機会を与えていただいた。

　とはいっても､バンブラデシュに関

する私の知識は限りなく乏しく、本屋

でガイドブックを探しても見つから

ず､インターネットでなんとか情報を

集め、バンブうデシュに出発した。

　結構一入旅には慣れているつもりで

あったが､タイからダッカに向かう飛

行機の中で､バングラデシュの入って

どんな人だろう？空港から宿泊先まで

うまく行けるかな？と様々な不安がよ

ぎった。

　空港に着くとそこは真

夏で、とにかく蒸し暑

く、バエがいたるところ

にいる。おまけに周りの

入が話している言葉は、

ベンガル誇らしくさっぱ

りわからない。入国審査

では長時間待たされたあ

げく、Vlsaも持っていな

いのに入国が許可されて

しまった。（結局visaを

取りに再度空港に行くこ

とになった）迎えのロビ

ーもものすごい人だかり

で、言葉は悪いが人とい

うよりも物を見ているよ

うな気分であった｡人だかりにも圧倒

されたが、リキシャ、バイクリキシャ

にも驚き、またその数が多いのに驚い

た。正直見るものすべてが、初めてみ

るものばかりで、一瞬言葉を失った。

　空港に通じる道は､さすがに舗装さ

れていたが、banani地区（私はこの地

区に宿泊した）のほとんどは、土の道

路であった｡土の道路に車が入るので

土埃がひどく、またこ二のバイクは、

ものすごい排気ガスを出すので､外に

出ると喉と目が痛く、会話などとても

できない状況であった。こんな所でも

人が生きているのが不思議に思えた。

　翌日さっそくFree Friday Clinicに

行った。

10　ﾒWa4ja。a/ 2∂θj.j

バングラデシュ研修

医師　寺村　知子

　もう何を見ても驚かないだろうと思

っていたが､スラム街の衛生状態の悪

さと悪臭にまたまた言葉を失ってしま

った。日本人が珍しいのか私の周りに

子どもたちが群がってくる｡私も珍し

いので､写真を撮ろうとすると子ども

たちはなんとカメラ目線で笑ってくれ

る。裸の子ども、裸足の子ども、埃ま

みれの子ども、日本では見たことのな

いような子どもたちだったけど､表情

は明るく、土の道路で、思いっきり走

り回り遊んでいたのが少々うらやまし

くも思えた。

　Frce Friday chnicには、私が小児

科医である事を考慮してくれたのか、

子どもが半数以上来ていた｡呼吸器疾

患と消化器疾患､皮膚疾患がほとんど

だった。ほとんどの病気が生活環境、

衛生状態の悪さが原因と思われた。

　その中でも､私の脳裏に焼き付いて

離れない患者がいた｡彼は典型的な先

天性圃内反足であった。　ここの人は、

年齢を言う習慣がないらしく明らかな

月齢は不明であるが、１歳くらいにみ

えた｡母親は消化器症状のみを訴えて

いたが、私には足の方が気になった。

Free Friday climcでは、先天性内反

足は治療できない。というよりも、こ

の国には､整形外科医が不足している

ので、このての疾患は治せないようで

ある｡保健所勤務の小児科医の私とし

ては、納得できない。 Free Frld貯

口in比は確かに必要ではあるが、その

あり方についてはさらに検討が必要だ

と思った。どニの国でもそうだが、貧

困のしわ寄せは子どもに影響を及ぼ

す、しかし次の匪代を支えるのは紛れ

もなく子どもだちなのだから､子ども

たちが生きていく上で必要な健康は守

らなければならないと思った。

　その後３日間は、dahkaから30km

程離れたgazanaに行った。

　ABCprojeuの週に１回の集金に同

行させていただいた｡お金を借りてい

　　　　　　　るのは、すべて女性で

ある。私はここの女性

が好きだ、現実から逃

避せず何とか自分自身

の力で生活を向上させ

ようとしている前向き

な姿勢が感じられる。

村人遠の生活が少しで

もよくなる事を願わず

にはいられなかった。

　私の目的は、この地

域の健康調査である

が、職業柄、どうして

も興味の対象は子ども

と母親になる。私は、

ドに家族構成と年齢に

ついて聞き、なるべく

多くの子どもたちを視診し、可能であ

れば触診もした。

　ここでたいへん驚いた事があった。

それは､家族計画教育が徹底されてい

る事である。20代と思われる若い夫

婦は､たいてい子どもは2人であり、未

婚の女性や男性に「子どもは何人欲し

いのか」と聞くとすべての人が２人ま

でだと答えた。

　実際、tenger chorでは、若い夫婦

の子どもは２人または１人で、多くが

初産は20歳前後で若年出産はいなか

った。また、子どもの年齢は2-3歳離

れている兄弟が多かった。

　家族計画､母体保護に関する知識と

その実践はPerfectに近いと思った。

　健康面では、学童期の子どもには、
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皮膚疾患が多く生活環境､生活習慣に

よるものである事は容易に推測され

た。深刻であったのが乳児（O～1歳）

である｡特に首が据わったくらいの乳

児たちは､多くが呼吸器症状と長期間

続く発熱があり治療が必要であった

が､お金がないから病院に行けないと

どの母親も訴えていた。私払何もで

きず､熱が出たら少量の水を何度も飲

ませるように､咳のひどい時は背中を

さすってやれとか子どもだましのよう

な事しか言えなかった｡教育も大切で

あるが薬がないと人の命を救えない事

を実感した。

　さらに、私の興味は人々の生活、特

に育児へと広がった。

　この国の育児は、至ってsimpleで

ある。

　母は愛情深く子どもを育てるが､お

金がないので粉ミルクなど買うお金も

ないほとんどの母親が母乳で育て、ど

うしても母乳が足りない親子は､もら

い乳をしたり山羊のミルクに砂糖を添

加して子どもに飲ませるらしい｡母親

は4～5ヶ月まで母乳主体で育て、そ

れ以降は離乳食に切り替えるらしい

が､この時期より体重増加不良になっ

たり、体調を崩す子どもが増えるらし

い。親離れ手離れも早い。３歳をすぎ

た子どもは､親がいなくても怖がる事

もなく、年長兄に混じって遊んでい

る｡年長兄もまた子どもの扱いがうま

い。

　イスラム教の影響を強く受けている

国ということもあってか､地面に近い

ところで生活をしているため､母は常

に子どもの目線で子どもを観察し､語

り掛けているように見えた。

　炊事洗濯は､当然のことながら女の

仕事なので、母はとても忙しい。子ど

もはいつもよく働いている母の姿を見

ることができる｡それがどの程度子ど

もに影響を及ぼしているかはわからな

いが､目本の子どもに比べると自立し

ている手どもが多いように感じられた。

　当然のことながら、ひきこもり現象

など陰気な風潮はここには無縁である

ように感じられた。親は、子どもに教

育を希望し､将来は何らかの職業に就

く事を願っている。子どもたちには、

漠然としているが将来の自己イメー

ジ、自己目標があるように感じられ

た｡そして働かないと食べていけない

ことを、身をもって経験しているの

で、少々の事ではあきらめたりしない

捨て身の強さを持っている反面､給料

のいい職業が見つかると惜しみなく転

職してしまう潔さを持っているため職

人気質の人は少ないようである。

　バングラデシュの人たちは､私たち

の国は､貧しくてたくさんの問題を抱

えていると誰もが言っていたが､だか

らそれにたいしてどう対応しようとし

ているのか、どのように生活を向ヒさ

せていきたいのか､国がどのように発

展する事を望んでいるのか､その方向

性が残念ながら、私には伝わってこな

かった。

　逆に私からすると、バングラデシュ

の人たちは､物やお金をもらう事にな

れてしまっている、いわゆる貧乏なれ

してしまっているようにも感じられ

た｡また､そんな彼らを見ていると､私

自身もお金がある生活に慣れてしまっ

て、自分の生活、自分の仕事、日本の

将来についてどれだけ真剣に考えてい

ただろうかと我が身を反省せずにはい

られなかった。

　現在のバングラデシュは、50年前

の日本に匹敵しており、ニこで生活し

た9日間で私の両親や祖父母の世代が

生き抜いてきた時代をかなり身近に知

ることができたことをうれしく思う。

今､日本は豊かになったけど確かにこ

ういう時代があったんだという事実を

忘れてはいけないレ今後日本人とし

て発展途上国に私ができることについ

て考えていきたいと思う。

　今回､このような貴重な経験をさせ

ていただいたＡＭＤＡ事務局伴場さ

ん､およびバングラデシュ滞在中に大

変お世話になったAMDAバングラデ

シュのMr.Razzacをはじめとする皆

様｡に心から深謝する。

ありがとうございました。

・ ＡＭＤＡ　ＡＢＣプロジェクト

　AMDAでは活動開始以来、開発途上国において保健医療活動を主に実施して

きたが、1997年から地域環境開発の一事業としてマイクロクレジット（小規模

融資）を柱としたABCプロジェクト（AMDA Bank ComPlex）を開始した。

ABCプロジェクトは、AMDAが均衡のとれた地域開発を実施するために、マイ

クロクレジットに保健衛生プログラム､職業訓練プログラム､教育プログラムを

加えた総合的事業である。

■バングラデシュ・ガザリヤ郡でのマイクロクレジット

　世界の最貧困といわれるバングラデシュでは国民の１人当たりの１日の生活費

が↓ドル以ドと言われている｡ダッカからバスで２時間ほどの所にあるガザリヤ

も住民の大半が農業または河川漁業に従事している貧しい村である。

　二のガザリヤにおけるマイクロクレジットの一例を示すと、AMDAは一定余

額（5､000TK : 約10､000円）を融資し、住民は個人の貯えと合わせて雌牛１頭

14､｡000円を購入する、毎日牛乳を売るとその平均月収は約3､000円、これを１

年続ければ「分に借入金を返済したうえで、収入を増やし、生活そのものを改

善、向上させることが可能となる。
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ミャンマー報告

ミャンマーインターン報告

大学生インターン　山本知恵子

　私は２月18口から1ヶ月間、AMDA

ミャンマーでインターンを経験しまし

た。多くの面で日本と異なった環境で

過ごレ戸惑いもありましたが、ミャ

ンマーに行ったことは本当に自分にと

ってプラスになったと思っています。

ト月の活動のうちパ週間ほどは新プ

ロジェクト（ニャンウー、パコックタ

ウンシップでの巡回診療と栄養給食）

のための調査､交渉に同行し､3週間ほ

どはメッティーラでの巡回診療、栄養

教育と給食、マイクロクレジット（小

規模融資）、オフィスでの診療を視察

しました。

　インターンとして現地で

活動する長所は、なんとい

っても現地で温かく迎えて

くれる人がいて、現地での

ＡＭＤＡ活動を自分の目で

見られることです。空港で

迎えられたとき、たわいも

ない話をしていたとき、悩

みを抱えていたとき、活動

について説明を受けている

とき､体調を崩したとき､見

送ってもらったとき…、振

り返ると周りの人に毎日支

えられていました。 AMDA

ミャンマーでの活動地であ

り、現地派選者の滞在地となるメッテ

ィーラでは、プロジェクトマネージャ

ー、医師、看護婦、通訳、プロジェク

トアシスタント、家政婦、ドライバー

と川口看護婦、橋本看護婦が活動を行

っています（2001年３月現在）。ここ

で、簡単に彼らの業務などを紹介しま

す。

　午前中は医師、看護婦、プロジェク

トアシスタント２人、ドライバーが巡

回診療チームとして無医村へ診察に出

かけ、川口、橋本両看護婦と通訳は終

日メッティーラ子ども病棟で業務を行

います。そして巡回診療チームはすべ

ての患者を診察した後、オフィスに戻

り、オフィスにやってくる患者を診察

します。すべての患者を診察し終え、

薬の整理や片づけを済ませ、午後５時

ごろスタッフはオフィスを後にします。
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　マイクロクレジット（小規模融資）

では週2回､プロジェクトアシスタン

ト1人､医師とドライバーがチームを

組み、返済のチェックと保健衛生教

育を行います。この他にも、スタッフ

個人が担当プロジェクトに関する調

査やレポート作成をします。家政婦

と夜警は、朝早くから夜遅くまで現

地派選者を気遣ってくれました｡週1

回水曜日には、スタッフ全員で勤務

後にミーティングを行い、１人１人が

意見を言うことができ活発に意見を

交換します｡現地派選者も､通訳の助

毎週水曜日に行われるスタッフミーティング

の活動の担い千になっていくニとが十

分に期待できます。

　次に、私がAMDAミャンマーの活

動を視察して印象に残ったこと挙げま

す。

＜新プロジェクトについて＞

　今回新しくプロジェクトを始めるに

あたっての市役所や病院との交渉や巡

回診療を行う村の選択、情報収集、新

しい事務所となる建物の選択に同行し

ました。市役所や病院、村にある保健ｙ

所を訪問し､地道に交渉を続けるプロ

ジェクトマネージャー、

駐在代表を見て、AMDA

ミャンマーの活動は人と

人との関係が基礎になっ

ていて、「援助する側に

もプライドがある」こと

を肌で感じました。そし

て、カルテを快く公開す

る現地医師、貴重な地図

を提供してくれた巾役所

の人々、情報交換を行う

現地ＮＧＯとの協力は、
　ﾄﾞ.･趣馳Ｗ･　．．=,吃;皿rﾉbJUiilkjW 1一一゛ﾉUμjノＪ･㎝1111

j ⊇ｊｇＡＭＤＡミャンマ‾の活

/▽゜:1°i肖,1聊i動が高く評価されている

　　　　　　証だと思います．病院か

　　　　　　ら集めるカルテも各村の，『

けを借りて、議論に加わることがで

きます。私もミーティングでは必ず

意見を言うように心がけました。　ミ

ーティングではスタッフのみんなが

さかんにメモをとり、内容はファイ

ルにして残します。

　勤務外でも、日本語を話せる人は

近所の人達に日本語を教えたり、医

師は自宅にくる患者を診察します。

スタッフの中には現役大学生もおり、

平日はAMDAで仕事をこなし土日

は大学で勉強に励んでいました。私

もメッティーラ滞在中に現地の大学

生達と話す機会があったのですが、

彼らは日本にとても興味をもち、中

には日本語をかなり話せる人もいま

した。僧院学校でも大学生のボラン

ティアが英語教育を行っており、今

後は彼ら大学生がAMDAミャンマー

助産婦さんがもっていて､膨大なデー

ターはすべて手書き､手作りのもので

す｡情報の整理が行き届いていない環

境で、現地調査の重要性、困難さを目

の当たりにしました。

＜巡回診療について＞

　今でも､診察を終えてうれしそうに

帰っていく患者の姿が目に焼き付いて

います。村人達は、受身ではなく積極

的にAMDAの活動を支援し、手伝っ

ていました。巡回診療では、様々な日

本との違いに驚かされました。ある

日、１人の憎が電線から落ちて、頭に

深い傷を負って現れました。すぐに

AMDAの医師が手術を行ったのです

が､麻酔をすると治りにくくなるので

短い手術では麻酔をしないというミャ

ンマーの考え方から､麻酔なしの手術
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　　　になりました｡僧はずっとうめき声を

　　　あげながら痛みに耐え､その声を聞き

　　　つけた多くの村人達が心配そうに手術

　　　を見守っていました。

　　　　また､ある村では流産をした女性が

　　　急に運ばれてきました｡急いで病院に

　　　運ぶ必要があったため、AMDAの車

　　　でメッティーラ病院まで運びました。

　　　その途中で､いきなり車が土まりまし

　　　た｡訳を尋ねると､「お昼ご飯を買いに

　　　行きました」とのことでした。急患を

　　　運ぶ途中なのに､信じられませんでし

　　　た。メッティーラ病院に着くと、すぐ

　　　に産婦人科医が現れ､処置を始めまし

　　　た｡ほっとしていると､「たまたま腕の

　　　いいお医者さんがあいていて良かっ

　　　た｡」という一言｡電話のない環境の不

一　使さを改めて感じました。

争

＜栄養教育、給食について＞

　「村の人々が自分で、自分の健康を

継続的に守ることが目的です」と

AMDAの医師は言いました。栄養教

育を受け､村のボランティアが作る給

食を一日２食週３回食べる親子には、

契約を守る義務があります。契約は、

「一目3食食べる、欠席しない、バラン

スの良い食事をとる､ご飯やトイレの

ときは手洗いをする､沸かした水を飲

ませる、爪を切る、酒を飲まない、煙

草を吸わない…」などです。栄養教育

１．ポスト

２．募集人員

３．勤務地

４．期間

５．勤務内容

６．条件

７．待遇

連絡先

　※採用係宛

巡回診療で薬を渡すプロジェクトアシスタント

を終えた親子がきそって瓶の水を汲ん

で石鹸で手を洗う姿が印象的でした。

＜終わりに＞

　今回の滞在では､実際に自分の目で

AMDAミャンマーの活動を見ること

ができ､活動の改善点や今後の自分に

とって大切な要素を模索しました｡浮

かびﾄがるのは、日本の考え方とミャ

ンマーの考え方の食い違い､相手に自

立を促す援助の難しさ、交通事情や通

信事情の悪さ、ごみ処理問題、同じ国

民でありながら生じるあまりにも大き

ＡＭＤＡスタッフ募集

い機会の不平等､コミュニケーション

の難しさと大切さと面白さ、出会った

人に対する感謝の気持ちなど､､、短期

間ではありましたが､フィールド経験

ができたことは私の大きな財産です。

しかし、この経験はこれからの私にと

ってはひとつのきっかけに過ぎませ

ん。今後もこの経験を多くの人に伝

え、現地の人達との交流、ミャンマー

についての知識を深めて、この経験が

これからの自分にどう生きるのか、ど

うミャンマーと関わっていけるのかを

考えていきたいと思います。

AMDA lntemational

コミュニティサービス局　海外事業担当スタッフ、海外派遣スタッフ

若千名　゛

AMDA lntemational　本部　岡山県岡山市

2001年４月以降

海外プロジェクトの管理運営（現地事務所との連絡及び国内支援者との連絡業務､事業予算

獲得・管理及び報告業務、海外出張有、新事業の発掘及びプラニング、派達者研修、担当プ

ロジェクト広報業務）

AMDAの理念を理解し、緊急援助及び開発援助等国際協力に理解と情熱のある方

英語での業務遂行が可能な方（英検１級・TOEFL600点程度）

基本的なコンピュータ操作（表計算ソフト、ワープロソフト、電子ﾒｰﾙ）ができる方

社会経験のある方（3年以上が望ましい）

AMDAの就業規則に準じる（社会保険完備）。

月曜から金曜日勤務（週休２日）、５週間から６週間に１回土曜日勤務有り。

〒701 － 1202　岡山県岡山市楢津31 0 － I　AMDA lnternationalコミュニティｰサービス局

志望動機、履歴書とも英文・日本文各１通を上記住所に郵送してください。
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ヌタディツアー報苦

　　　　　　　　　　AMDAミャンマープロジェクト

2001春フィールド体験スタディーツアーアンケート

　2001年Ｄ川１目からに目までＡＭＤＡミャンマース

タデＴ一ツアーを行いました｡今後スタディツアーをより

一層充実させるために､参加者の皆さんにアンケートのご

協力をいただきました。

＊AMDAスタディーツアー／ミャンマーを選ばれた理由

Ａ　とりあえず、NGO七催のスタディーツアーなら金額

が許すかぎり（アジア内）どこでもよかった。

AMDAのツアーをみつけて、活動も見れて、程よく観光

もできそうなプランだったので選んだ。

Ｂ　以前から国際協力活動に興味を持っていましたが､関

連した知識は全くないという状態でした｡そんな時にちょ

うどこの企画を見つけ、時期もちょうど良く、ミャンマー

という今まであまりなじみ　，｡……,｡･,…………

のなかった国という二とて、

決めました｡また、この体験

が少しでもきっかけになれ

ば…と思い、「このチャンス

を逃してはいけない！」と

思いました。

Ｃ　ＡＭＤＡに関わってい

て興味のある国の１つだっ

た二と。カンボジアばかり

にこだわっていたので、も

っと他のアジアの国々にも

目を向けたいと思ったから。

何回かミャンマーのプロジ

ェクトの報告会に参加して

いて、自分の目で見てみた

＊ツアー実施期間､また各訪問場所を含む時間配分について

Ａ　各訪問場所でも時間配分はちょうどよかったと思う。

ツアー期間については、同じ金額で、高価なホテル・食事

で１週間よりは、普通（又は安ホテル）でもう少し長く、

ゆっくりといろんな体験をしてみたかった。

Ｂ　１つ１つ十分な時間を与えてくださって、それぞれの

活動や様子をじっくり観察し､いろいろな事を考えること

ができたと思います。期間としては、もっと長くいたい！

という思いはあります。なかなか体験できないことなの

で、-目だけでなく、またもう一度別の日に訪問するという

こともまた違った面を発見できるのではないかと思います。

Ｃ　プロジェクトを見る時間がもっとほしかった｡短時間

だったので､後から思い出すといろいろとまざってしまっ　ｙ

ている気がする。

Ｄ　この短期間にミャン

マーをあますところなく

仏えたいというスタッフ

の方々の強い思いをひし

ひしと感じました。スタ

”ディツアープログラム、

　マンダレー旧王朝前にて（スタディツアー２日目）

最後の王朝があった町。現在ミャンマー第２の都市。

マンダレーヒル頂上からの全景には一同息をのんだ

いなと心のすみで少し思ったことがあったから。

Ｄ　数年前にNGOに興味を持ち、パキスタンのあるNGO

を見学レ看護婦としてまだ未熟だった為、あまりのギャ

ップの大きさと言葉の問題であ音らめていました。しか

し､ちょうど看護婦の仕事への興味の限界を感じていたと

ころでAMDAの活動に興味を持ち、実際の活動を見たく

参加しました。ミャンマーを選んだのは､子どもが好きな

こと､小児救急もやっていたため子ども病院のあることか

ら決めました。

Ｅ　日程的に都合が良かった｡／保健衛生糸のスタディー

ツアーに参加したかった。/NGOで働きたいので、まず

現場を見てみたかった。

Ｆ　日程が合ったから｡／実際行われている保健医療プロ

ジェクトを見てみたかったから｡／看護婦(日本人も含め)

の役割、仕事内容を知りたかったから。

Ｇ　アジア諸国の中で､ミャンマーには行った事がなかっ

たから。／観光では見れないミャンマーを見たかったか

ら。／本部ボランティアとしてミャンマーに関わるうち、

“現場(field)"を見たいという思いが強まったから。
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観光共に短時間しか取わ

ないのは仕方ないと思い

ます。ツアーというもの

が初めてだったため、一

目の予定を（後半数日の

ように）教えていただけ

るとありかたいです。

Ｅ　観光はもう少し少な

くても良かった。その代

わりにスタディツアーのプログラムをもっと長くして欲し　『

かった。

　先にヤンゴンの事務所を訪問したかった｡スタディーツ

アーを楽しみにしていたのに､最初のイベントが観光とい

うのは少しがっかりしてしまう。（気合が抜ける）

Ｆ　１週間という期間は丁度よいが、スケジュールはきつ

かった。ときどきスケジュール以外の訪問が入り、つらか

った。子ども病院、AMDAクリニックでの診療をもっと

見たかった。

Ｇ　ヽツアーの主旨を考えると仕方ないとは思いますが､少

しハードスケジュールだったかなぁ？！あと１日か２目あ

れば…と思いました。

　観光の時間を削ってでも、もう少しメッティーラでプロ

ジェクトをゆっくりと見たかったです。

＊ツアー内容(プロジェクト活動･観光内容など)について

Ａ　皆さんが詳しく丁寧に説明してくださって､とてもわ

かりやすかった。できれば、ツアー初日にでも、１日１日

の日程表などをくださると、AMDAのプロジェクトにつ

いても､観光についても少しは考慮して行動できたかもし



●

れない。　　　　　　　　　　ｌ

Ｂ　皆さんそれぞれ詳しく説｜

明してくださり、また､どんな

質問にも適確にわかりやすく

答えてくださったので、とて

も感謝しています。普段は触

れたり考えたりすることが難

しいミャンマーの状況などを

しっかり見つめることができ

たと思います。

Ｃ　医療に関係していない人

でもわかるような説明をして

欲しいところもあった。薬と

か医療器具とか名前だけでは

良く分からないこともありま

す。（私の勉強不足なのかもし

れませんが）あと､バスの中で

　　　　　　　　　　　　メッティーラ市内の小･中学校を訪問（スタディツアー４日目）

ミャンマー語、英語、歴史レ算数、音楽などから好きな教科や将来の夢を質問。はみかみながらもしっか･Jとした

　　　　　口調で答えてくれました。最後は元気いっぱいに「さようなら」と手を振ってくれました。

　　ちょっとした説明をして欲しかった。始め、巡回診療の見
f学に行く前に説明されかけて時間がなくてやめてしまった

　　けれど、そこでやめずに次のプロジェクトを見学に行く前

　　に説明してほしかったです。

　　Ｄ　個人的には上記の理由から子ども病院と一般の病院の

　　両方の比較、AMDAが介入しどう変化があるのか等みた

　　いとも思いますが､医療従事者以外の方も多くいらっしゃ

　　るため無理かと思いましたが､現地の看護婦さん、ガイド

　　のソーさん、滞在経験のある前さん、駐在の小林さんの説

　　明かあり､実際見なくとも現地の事情というのも敢えてい

　　ただき、大変参考になりました。

　　Ｅ　判りやすかったが、実際にその場所に到着する前に、

　　バスの中で簡単な説明をして欲しかった。（背景や何を視

　　察するための訪問か心｡）次にどこに行くかが分かりにく

　　い場合も。

　　　色々なプロジェクトを見ることが出来て楽しかったで

　　す。

　　Ｆ　移動の際、次の訪問先を知らせてくれないことがあ
●

り、現地で説明を受けるものの、何を重点的に見たら良い

のか分からないことがあった。

Ｇ　前さん、小林さんによるプロジェクトの説明、ガイド

のソーさんによるミャンマーの説明はわかり易く､質問に

も丁寧に答えてください、大変感謝しています。

　プロジェクトに関わる現地スタッフからの発言がもっと

欲しかったです。（仕事中に申し訳ないのですが、自分が

何をしているか具体的に、難しい点ややりがいのある点）

　私はボランティアをしているのでAMDAについてある

程度知っていますが､他の参加者に、前さんや小林さんの

仕事の具体像が分かりにくかったのでは…？！

＊料金、フライト（タイ航空、エアーマンダレー）などの

　移動について

Ａ　料金･移動については、あまりミャンマーに関する知

識もないので､今回のツアーで最高に良かったと思ってい

る。

Ｂ　満足しています｡ずっとバスやトラックで移動したこ

とも、ミャンマーの町並みや風景なども実感できるので、

私は良かったと思います。

Ｃ　バスでの移動が多かったのは､貴重な睡眠時間に使え

ました。

Ｄ　快適でした｡でも食事の量は全体的にもっと少なくて

良かったです。もったいない！

　料金に関しては自分の参加費用の一部でもAMDAプロ

ジェクトに使われるようにして欲しかったです。（実際は

そうなっているのかもしれませんが､伝わってこない）。も

しもこれで少しでも赤宇になっているとすれば､悲しすぎ

る…

Ｅ　申し分ない

Ｆ　フライトはとてもよかったです

　旅行代金については、ホテル、レストランランクを少し

落として､もう少し安くするのはどうでしょうか？あまり

にも、いいホテル・レストランだったので、少し心苦しか

ったです。

＊場所（ミャンマー､メッティーラ､活動地､観光先､宿泊施

　設など）について

Ａ　どこに行ってものんびりしていて（日本よりは）いい

ところだった。私の想像とは少し違った途上国（？）ミャ

ンマーを味わえたと思う。このツアーでしか知ることので

きないメッティーラでのAMDAの活動や、バガンで見た

朝日、遺跡の説明など、内容は濃かった。毎日泊まる宿に

はおとろかされ、本当にいいのか？と尻ごみしてしまった。

Ｂ　とても私たち参加者を気づかって下さり、心から感謝

しています｡おかげでとても楽しんで過ごすことができた

のではと思います。

Ｃ　観光が日程表で見るかぎり、少ないのだろうと思って

いたのですが､予想以上に多くのものを見ることができま

した。

Ｄ　ミャンマーには興味はあってもなかなか個人で来るこ

とはできなかった。また、もし来たとしても、いわゆる観

光地にくるだけで終わると思うので､メッティーラのよう

なマイナーな所に行けた事はたいへん貴重な経験でした。

宿泊先は自分の旅行でもおそらく泊まれないであろう、食

べられないであろう豪華な所に驚いてしまいました｡中で

　　　　　　　　　　　　　　　j/WM､/～a�2師/.j 15



ヌタデヂツアー報告

　　　　　　　　　　ミャンマー子ども病院前にて〔スタデ･ィツアー３日目〕

メッティーラでは巡回診療先のマジス村、マイクロクレジット（小規模融資）先のゴーン利視察。
　　　　　　　　　　市内の市場を見学し、民族衣装のロンジーなどを購入

もエーヤホテルは最高でした。

Ｅ　宿泊施設が高級なのが気になりましたが､小林さんの

説明で納得しました｡メッティーラ八二－ホテルは結構好

きでした。

Ｆ　個人では絶対訪れることの出来ないだろう村々を訪問

でき、良かった。地方都市、その周辺の村々をバスで移動

することにより､彼らの生活がより身近にふれることがで

きよかった。

Ｇ　何かの本に書いてありましたが､”ミャンマーは本で

読み知るのと行ってみるのとでは全く違う…”と。まさに

その通りでした｡ミャンマーに対する印象がくつがえされ

た様に思います。

＊その他、率直な感想、良かった点、問題／改善点、取り

　入れて／除いて欲しいことなど

Ａ　何も知らずミャンマーに来て、資料で見てきた

AMDAの活動をようやく飲み込めたように思う。それか

ら、ミャンメロ（本部注：ミャンマーに惚れ込むこと）に

なる理由もとても理解できた｡良かった点も悪かった点も

上記のようなことだと思う。付け加えるなら、何のプロジ

ェクトにしても､その対象となる人達がいったいどのよう

な生活をしているのか､というところをもう少し詳しく知

りたかった。色々な所に行って、見て、聞いて、話して、

考えることができたのは、どの場においてもAMDAとい

う団体の現地の人からの熱い信頼があったからこそだと思

い、スタッフ等の方々にはとてもとても感謝しています。

どうもありがとうございました。

Ｂ　今回は本当にお世話になりました！非常に貴重な体験

をさせていただいたと思います｡今まで持っていたミャン

マーのイメージが実際に訪れることでガラっと変わりまし

たし、様々な知識も得られ良い勉強になりました。AMDA

スタッフの皆様や現地の方々､そして参加者の皆様と素敵

な出会いができ、私にとって今回のツアーは宝物の1つに

なったと思います｡まだまだ勉強しなければならないこと

は限りなくありますし、このような国際協力に携わるため
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に必要な知識もありません｡でも、この

ツアーをきっかけとして、他の様々な

国と団体の活動に目を向け、少しずつ

ですが役にたてるように頑張っていき

たいと思います。前さん、小林さん、ソ

ーさん、そしてAMDAのスタッフの皆

さん、本当にありがとうございました。

これからもご活躍を期待しています。

そして、何かお役に立てることがあれ

ば、ぜひ参加させてください！これか

らもよろしくお願いいたします！

Ｃ　観光に使う時間がプロジェクト見

学に使う時間よりも多かったように思

う。プロジェクト見学の時間がもっと

多ければゆっくりとみれたのではない

でしょうか。1週間でいろいろな人に出

会えてツアーに参加した人とも仲良く　ヽ

なれてすごく楽しい旅行でした。前さ

んや現地でいろいろと企画してくださった方々に感謝して

います。ありがとうございました。

Ｄ　初日､ヤンゴン空港での荷物の件にはおどろきました

が、NGOの活動の苦労を見せていただき、たいへん貴重

な経験でした。今回、正直な所、休みが取れると思ってい

なかった為、急な申し込み、振込みの遅れ等で前さんには

直前で多忙なところを手間取らせて申し訳ありませんでし

た。貴重な経験ができたことに本当に感謝します。

Ｅ　個人的な意見ですが、

１．スタディーツアーに参加するのは自分も何かしたいと

いう気持ちがあるからだと思います｡単純な視察だけでは

なく、少しでもAMDAの活動に貢献していると思えるよ

うなイベントがあると嬉しかったです。例えば、ヤンゴン

まで運んだ荷物がその後どうなったかが判る…とか､学校

を訪問するときに衛生関係の紙芝居をやってあげる…etc。

今回のように視察のみだと授業や診察の邪魔をして終わっドヽ

ているようで、勉強したり、治療してもらえる時間を取っ

てしまっているようで申し訳なく思いました｡少しでも何

かお返しをしたかったです。病院の掃除をやったり、給食

を一緒に作るとか配るとかあってもよかったのでは？

２．グループをいくつかに分けて、半日でもAMDAのス

タッフと一緒に行動する等の時間が欲しかったです｡実際

のDr.の診察している所をもう少し見てみたかった。

３．ヤンゴンでの輸入のときに「よくあること」と言われ

ていましたが、何か対策をたてては？

　私は中国や台湾への輸出入をいろいろとやっていました

が、書類、現地での連絡等を行っておけばとおるのでは？

普通の旅行では経験できないようなことを沢山させて頂き

ました。色々と要望を書いてしまいましたが、これだけの

プロジェクトを小人数で運営するのは本当に大変なことだ

と思います。幅広く活動されて、大変なこともきっと裏で

は山のようにあると思いますが、今後も頑張ってくださ

い。前さんの笑顔を最初にバンコクでお会いして見た時、

「あぁ、こういう人が（笑顔が）活動を進めて行く力のあ

る人なんだなぁー」と思いました。私も追いつけるように

一
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　　　頑張りたいと思います。

　　　Ｆ　ＡＭＤＡスタッフとの交流会

　　　はとても有意義であり今後も続け

　　　ていって欲しい。

　　　　現地での看護婦の役割が今一つ

　　　はっきりしなかった（日本と比べ

　　　ても仕方ないが）。実際見学する

　　　時間が少なく、特に子ども病院で

　　　はもう少し時間がほしかった。希

　　　望があれば一日看護婦について仕

　　　事を見学等できるようにしてほし

　　　い。　プロジェクトが多すぎるよ

　　　うに思う。拡大していくことも大

　　　切だがもう少し現在のプロジェク

　　　トをじっくりやってみては…本部

　　　の担当が１人というのも、あれだ

●けのプロジェクト数を考えたら負

　　　担が大きいと思う。

　　　　今年もミャンマーの看護婦を日

　　　本へ研修させる予定というが、前

　　　回苦労したという言葉等の問題は

　　　改善されているのか？

　　　　日本での研修が子ども病院でど

　　　のように生かされているのか教え

　　　てもらいたい。以上、生意気にも

　　　書いてしまいましたが、準備から

　　　本当にご苦労様でした。また機会

　　　があれば参加したいです。

　　　Ｇ　まだ気持ちの整理がついてい

　　　ないし、消化しきれてないのです

　　　が、１点、AMDAミャンマーの活

　　　動か一方通行的な支配ではなく、

　　　ＡＭＤＡスタッフと現地住民との

　　　両方向による調和で保たれ、支え
●

　　　られていることに感勤しました。

　　　強制的な”支配”ではなく、ちょ

　　　っとしたりーダーシップをとる、

　　　影の大黒柱、船頭としてプロジェ

　　　クトの”方向付けをしてあげる”

　　　という活動を見て、AMDA spirlt

　　　（精神）を心から理解することが

　　　できました。

　　　　現地住民の方々の関心の強さに

　　　驚きました。（自主的に栄養給食

　　　をつくったり…）これからも実

　　　り多きプロジェクトがたくさんミ

　　　ャンマーに広がっていくことを願

　　　って止みません。

(文責：

コミュニティサービス局　前)

　　　　ミャンマー子ども病院を視察（スタディツアー３日目）
　　　　　　写真中央は昨年日本で小児科研修を受けられた

（左から）キンタンシン医師、ソーシュエイ看護婦、タンタンエイ看護婦

･..･.･・..･･..'……………………….'…………l

ﾋﾟ………1･

.il

llil;il疆礦譜rlj.ダ･づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミャンマー子ども病院

　　　　多くの方の協力を得て作られた、“AMDAお袋”（袋の中にタオルや文房具、

石けんなど生活用品が入れてある）をツアー参加者から入院している子どもたちにプレゼント

メッティーラのAMDAスタッフとツアー参加者の意見交換(スタディツアー３日目)

　　　　　｢各プロジェクトに対するスタッフの思い入れがよく分かった｣
　　　　　｢活動を通して医療の大切さを勉強している｣
　　　　　｢自立性・持続性を考えて，希望の活動をしていることに驚いた｣

　　　　　｢これからもミャンマーのことをもっと知りたいletc

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　zU井知力,.,ru/2師/.j　17



ポンジュラス報告

ホンジュラス便り

ホンジュラス參務所駐在代表　前田あゆみ

　今は淡紫の花、ジャカランダの季節。オフィスのテラス

から于の届きそうなところに大本があり、見るたびに心が

和みます。景色の中でもう一一つ目に付くようになったの

は、橋の建設。２年牛前のバリケーンミッチの際に破損し

たチレ橋の建設が日本政府の援助によって進行中です。

　今回は3月にペルー支部とボリビア支部のメンバーを講師

として招いて開催したワークショップについて報告します。

　　　　　　　　　　ペルー支部編

　３月３目から８日までペルー支部のDr.ヨシ（日系３世）、

心理学者ナディアがファシリテーターとなってエイズワー

クショップを実施しました。 AMDAベルーでは３年前か

ら青少年対象のエイズ予防教育プロジェクトに取り組んで

おり、今回のホンジュラス。…………､………、

訪問は経験をシエアするたヅ……

めです。ヘルスボランティ

アを対象とした１日ワーク　√

ショップ、ヘルスセンター

スタッフ(看護婦､ソーシヤ

ルワーカー)、高校教師を対

象とした２日間ワークショ

ップには合計口O名以上の

参加者がありました。

～ワークショップの流れ～

　自己紹介の後、緊連休を

動かします。

　まずぱタイタニッグ。

これは日本でもお馴染みの

. ･ ・ ･ ･ ･ ･ . ･ ･ ･ 一 一 . ･ . ･ ･ ･ . ･ ･ j l j - ･ j I W I l j . ･ . ･ . ･ ･ ･

してあげるべきか｡感染した人によっては感染後誰とも握

干しないようにした人もいれば､もっと感染させようとか

たっぱしから握手した人もいました｡シミュレーションと

はいえども、かなりリアルな体験となりました。

　フルーツバスケット、じやんけんゲームなど数々のレク

リエーションをした後、エイズ関連のビデオを見ます。女

子高生かその場の勢いで関係を持ちエイズに感染するとい

うドラマ仕立てになってお０、ビデオを見た後の話し合い

が重要、とヨシとナディアは強調します。

　締めくくりは連帯感を高めるために､手をつなぎ人間の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ー鎖をつくりながら一一人ずつ感想を述べます｡感動のあまり

思わず涙ぐんでしまう人もいました｡いつも家事だけで一

日を過ごすので笑うことがなかったけど､今日は久しぶり

　　　　　　　　　……………、に思い切り笑った、とあ

　　　　　　　　　　　　　＼　るボランティアの感想に

ペルー支部のファシリテーターによるエイズワークショップ

グループ分けゲームです｡沈没しかけたタイタニック号の

中を皆でさ迷いながら、ファシリテーターの拍手を合図に

３人組み、５人組みなどを形成、余った人は外れます。余

った人に対しで(↓)ue pena!(残念でした)"とみなで大合

唱し、開始早々盛り上がります。

　“点火'≒全員が背中合わせに輪になり目をつぶります。

輪の中にいるファシリテーターが誰にも気づかれないよう

に一人の肩をたたき、その人がHIV感染者になります。目

を開け輪を崩してみな握手を交わし始めます｡この時感染

者は指で相手の手のひらをこすります｡これで相手も感染

したということになります｡新たな感染者が次の握手から

手のひらをこすっていくと、30秒程度で半数以上の人が

感染する結果になります。

　その後、それぞれどう感じたかをシェアします。(最初

の感染者に対し)肩をたたかれた時どう感じたか。握手す

る時どう思ったか、怖かったか。感染した時どう反応した

か。感染したグループに対して何かできると思うか、何を
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みんな大きくうなずきま

す。　こういうタイプのワ

ークショップに参加した

のは初めて、目から鱗だ

ったといった感想が多く

聞かれ、楽しみながらエ

イズ、性について意識を

高める、というワークシ

ョップの意図するところ

が参加者に伝わったと思

います。

　次のステップは、今後

のコミュニティレベルで

の活動に参加型手法（そ

れも理論でなく、体験でつかんだ参加型。体験型とても表

現できるでしょうか）を取りいれていくことです。

　ボランティアの中から地域の若者を集めて同じようなワ

ークショップをしていこうというイニシアティブがうまれ

ています。例えばビヤヌエバでは不良少年グループの闘

争、レイプ、麻薬取引が深刻化しています。その中でゲル

ープと長年にわたって働いてきて､不良少年には母のよう

に慕われているヘルスボランティアがいます。早速彼女

（イサベル）は近所の少年・少女を自宅に招き、ワークシ

ョップを開きました。

　ボランティアもヘルススタッフも青少年を対象に活動し

たいとは思っていても､どういう手法を用いたらいいかわ

からなかった、そんな時にこのワークショップが開催で

き、いい取っ掛かりになったと思います。ヘルスセンター

が地域の高校でワークショップを企画したりと､まさに地

域と、ボランティア、ヘルスセンターが一体となってエイ

ズ教育に取り組む体制ができつつあることは非常にうれし

いものです。今後フォローしていきたいと思います。
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三井海上火災保険（株）と

三井海上火災保険ハートクラプ

　三井海上の三井海上八十トクラプは｡J､ﾚ三井海上の社員

で構成される任意団体で√1997年２月､に発足、=現在2300

名の社員が加盟しており､∧毎年着実に会員数を伸ばして

いる。

　同クラブは給与の100円未満の端数プラス任意申し込

み金額（10100円）を毎月拠出し。障害者福祉、環境、

保全、高齢者福祉等の団体への寄付を中心yに社会貢献活

動を行っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｊ

　寄付先の選定・実施についてはよ会員の申から公募で

選ばれた運営委員会が検討・決定している1　　j

　三井海上は、三井海上ハートクラブの活動を会社の社

会貢献活動の柱と位置付けており、三井海上ハートクラ

ブの活動を支援するため、同クラブとほぼ同額を寄付し

ている。

　　　　　　　　　（三友新聞ホームページより抜粋）＝

　2001年３月、三井海上火災保険（株）様

と三井海上火災保険ハートクラブ様より、

AMDAの活動支援にと多額のご寄付をいた

だきました。

　三井海上火災保険(株)様と三井海上火災

保険ハートークラブ様からは、1998年パプ

アニューギニア津波緊急救援、1999年トル

コ大震災緊急救援の際にも緊急対応として

ご寄付いただくなど継続的にＡＭＤＡの活

動をご支援いただいております。

　三井海上火災保険(株)の皆様からのご支

援をAMDAの緊急救援活動、またAMDA

全般の運営費として大切に遣わせていただ

きます。有難うございました。

院内準備など

ボリビア支部編

　　　　ボリビア支部からは超多忙にもかかわらずDr.フォイア

　　　ニーニ、Dr.ウスタレスが３月25日から31日まで救急救

　　　命セミナーのためホンジュラスを訪問してくださいまし

　　　た。 AMDAボリビアでは数年前から医師を対象にATLS、

　　　PHTLS（後述）のコースを実施しています。今回は初日

　　　から３日までは赤十字、緑十字、消防隊の救急隊員とヘル
●ススタッフを対象､最終日には医者を対象とした研修を実

　　　施しました。

研修内容　　　　　　　　　　　－

●BLS（Basic LifeSupport ～基礎救命）

　気道確保と人工呼吸､体内に入った異物の除去などにつ

いて、アメリカ赤十字社のビデオ教材を使用した講義と、

成人・小児・乳児のマネキン等を使用した実技を実施。２

目目には1日目に講習を受けた救急隊員がヘルスセンター

スタッフに対して指導。

●PHTLS（PreHospital Trauma LifeSupport ～

　病院搬送前救急救命）：裏表紙参照

　災害現場から病院に搬送するまでの応急措置（患者の評

価、気道確保、人工呼吸、外傷物理など）

●TEAM（Trauma Evaluation and Management ～

　外傷評価･処置研修）

　外傷物理、外傷評価・再評価、身体チェック（頭部、胸

部、筋肉、骨、神経系等）、出血コントロール、搬入前・病

●ATLS

　(Advanced Trauma LifeSupport ～上級救急救命研修)

　外傷の評価と応急処置､気道確保と人工呼吸､ショック、

胸部.・腹部・頭部外傷、小児外傷、妊婦外傷、熱傷など

　Dr.フォイア二一二はホンジュラス救急隊員のレベルの

高さに感心していました。テクニックもしかりですが、規

律の良さに驚きです｡ホンジュラスで参加者が時間通りに

集まったのは今回の救急隊員対象セミナーが初めてでし

た。非常に熱心に講義に耳を傾ける若者たちを見て、ホン

ジュラスの未来も明るいなと、感じました。

　救急隊員によると､事故現場での応急措置はしっかりし

ていても､病院の緊急ユニットにいるのが医学生のみであ

る場合も多々あり、それが患者の運･不運を左右するとい

う話｡また医師の対応も満足できるものではないとのこと

でした｡今後は医者レベルのトレーニングが重要であると

いえます。今回のTEAM講習会には準看のストライキ中

であるのにもかかわらず国立エスクエラ病院､私立ビエラ

病院､ヘルスセンターなどから医者32名の参加があり、非

常にいいスタートとなりました。七記の研修のうちATLS

/PHTLSについては今回はコース紹介のみでしたが、今

後医療関係者を対象に実施していく計画です｡長い間赤十

字のボランティア育成に関わっているDr.オレヤノスとい

う熱心な先生にも出会えたので、心強い限りです。熱心と

いえばDr.フォイアニーニのバイタリティにも感心してし

まいます。若さを保つ秘訣を間いたら“常に情熱を持ちつ

づけるこどだそうです。
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　３月27日、岡山県北部の津山市で高

校牛ボランティアサークル¨pupae”

が中心となり、AMDAのプロジェク

ト支援のイベントを行いました。

　１月ﾄ句、私は初めてＡＭＤＡの本

部を訪問しました。以前からAMDA

の活動に興味があり、また、ホームベ

ージでAMDA高校生会の活動を知っ

ていたので､私にも何かできることが

ないだろうか、と思ったからです。本

部でお話を伺った時､高校生の私たち

にも､活動資金の面で協力ができるこ

とを知り、また、津山でもっとAMDA

のことを知ってほしいと思いました。

　友達と２人で相談し､高校の枠を超

えた高校生ボランティアサークル

¨PuPae（ピューピー）”を結成し、そ

の初めの活動として、AMDAに協力

するイベントを行うことにしました。

全てのことが初めてで､何もわからな

いまま、AMDAの方と連絡を取り合

いながら活動を始めることになりまし

た｡イベントの場所はジャスコの一角

を貸していただけるということで､さ

っそく仲間集めを開始。チラシを作

り、手渡しで参加の協力を呼びかけま

した。対象は美作地区の高校生。何人

集まるのだろう、と期待と不安を抱き

ながら､休み時間はあちらこちら走り

回っていました。気がついたら10人、

20人と仲間が増え、イベントを行う

時には、参加者はフ校90人以上にも

増えていました。

　２月20日、AMDAからの提案もあ

り、AMDAと、支援するプロジェク

ドバングラデシュABC≒こついての

勉強会を行いました｡その時点までの

pupaeの会員、知人、また新聞報道に

より知った方々が､中学生から大人ま

で約40人参加しました。 AMDA｀から

小池さんと藤田さんに来ていただいて

話を聞き、自分たちが行っていること

の大きさ･大切さを実感レさらにや

る気が出ました。

　３月回目･18日には、ジャスコの・

角で、バザーの品物を集めました。ポ

スターや新聞を見て来てくださった、

初対面の方々に､“頑張ってね､応援し

ているから”と温かい言葉をかけてい
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ただき､元気が出ました。゛-……

学校によっては先生に協

力を呼びかけたり、地域

の人や商店街などにまで呼びかけて、

品物を提供していただきました｡そう

しているうちに、どこからこんなにも

集めてきたのだろうというように､バ

ザーの品物が続々と集まってきて､た

だひたすらびっくりするばかりでした。

　いよいよイベントが目の前になり、

不安と焦りを感じながらも､一生懸命

準備に走り回ってくれている仲間の姿

に元気をもらい､できる限りのことを

しようと心に決めました｡勉強をする

間もなく１日が終わってしまい(笑)、

寝る間を惜しんで準備をしました。

　24･25目、二日かけて植付け。本当

に終わるんだろうか、というくらい、

バザーの品物がありました。そして

26日は、ジャスコで準備。大人の方に

車を出していただき､バザーの品物を

全部運びました。 AMDAの活動写真

を貼ったり、ワゴンに品物を並べてセ

ッティングをしたり。予想以上に時間

がかかりました。準備が全て終わり、

イベントの会場を見回したときには、

ここまでやり遂げたんだ､とすごく感

動しました。

　当日は楽しかったの一言です｡開店

前に伴場さんとAMDA高校生会の３

人に来ていただき、約90人の高校生

が参加しました｡なんと開店前からバ

ザーのために並んで待っていたお客さ

んもいたと後で間きました。１時間半

交代で､各学校がそれぞれの時間を担

当しました。３ケ所の入り口では手の

空いている人が募金を行い、とてもに

ぎやかでした｡心配していたお客さん

の数ですが､ジャスコのお客さんが立

ち寄ってくれたり、わざわざバザーの

ためにジャスコに足を運んでくださっ

た方も多数いて、とてもうれしかっか

です。日ごろおとなしい(と思われて

いた人が)大きな声を出して募金のお

願いをしてくれたり、男子が重い荷物

を運んでくれたり、と参加した高校生

一人-人がそれぞれの力を発揮しまし

た。

　AMDAを通じて誰かの役に立ちた

い、と高校生みんなが自分の力を発揮

一

一

しているその時点で、このイベントは

成功だ、と思いました。途中、全部売

り切れるかな、と思っていたバザーの

品物もどうにかほぼ終わり、自分たち

の想像を越えたお金が集まりました。

１日中交代で立っていた募金は､いま

までのAMDAのイベントの中で最高

だとか。みんな、ただ自分たちがやり

遂げたことに驚いていました。そし　｀

で､自分たちでもこんなにすごいこと

ができるのだと、自信がつきました。

イベントの準備をする中で天変だった

ことは、連絡を取り合うことでした。

他校とは代表者会をし、各学校では集

まって話し合いを重ねました。　しか

し､部活などで話し合いに全員参加で

きなかったり、人数が多かったので連

絡が全員に行き届かなかったこともあ

りました。また、学校の勉強をする時

間が取れず､たまっていく課題に焦り

を感じました。このような活動は勉強

と同じくらい、いや、それ以上に天切

なことだと思っていたにもかかわらず

“私はこのようなことよりも勉強をす

るべきなのがとも思いました。親に

励まされ、何とか乗り切りましたが、。。

このように勉強に追われ､ボランティ

アなどが気軽にできないのが現実です。

　このイベントを通じて一番楽しかっ

たことは､多くの仲間に出会えたこと

です｡当日初めて会った人もたくさん

いました。 90人もの高校生が、ボラン

ティアをしようと集まったのです｡そ

して、私たちの周りには、私たちがし

ようとすることを理解し､応援してく

れた方々がたくさんいました。このよ

うな全ての方々のお陰で、このイベン

トは成功しました。私たちはAMDA

に協力するボランティアをするつもり

でしたが実際は、このイベントを通じ

て色々なことを学び、経験レ人のた

めにしたんだという気は全くしていま

せん。これこそ本当のボランティアな

んですよね｡色々と大切なことを学び

ました。協力し、応援してくださった

皆さん本当にありがとうございました。

一
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学歴

1972年

1974年

1986年

1り89年

-

14

ﾒｗａ４インターナショナル名誉顧問紹介

Dr.Khan M. Zaman

AM瓦4インターナショナル事務局長

　　　　Dr.Gerard C. Bodeker

オックスフォード大学グリーン・カレッジ

　Dr.Gcrard C. Bodckerは土着レ･ ･1.

の保健システムに関係した国際保:Jj:4

健政策が専門の社会科学者である。･ぐ……………

現在、オックスフォード大学医学　-レ

部公衆衛生科の講師であり、同大　　　ﾌ｣･

学の保健志向カレッジであるグリ

ーン･カレッジの特別研究員でもあ

る。また、伝統医学における国際

保健政策プロジェクトであるGIFTS（Global lnitiative

For Traditiona1 Systems of Health/伝統的保健システ

ムのグローバル･イニシアティブ）を1993年に創設し、自

ら会長を務める。 50歳。

略歴は下記の通り：

ウェスタン・オーストラリア大学にて心理学学士号取得

ウェスタン・オーストラリア大学にて臨床心理学修士号取得

バーバード大学にて教育学修士号取得

ハーバード大学にて教育学博七号取得

職歴

1976～99年　ウェスタン・オーストラリア大学卒業後、

　オーストラリアで臨床心理医を務める。その傍ら、母子

　保健プログラムの設立や保健教育プログラムを通してア

　ボリジニのコミュニティーの福祉改善に携わったり、ハ

　ーバード大学で研究を行ったりと精力的に様々な活動を

　行う｡世界銀行や国連開発計画等国際機関のコンサルタ

　ントとしても活躍する。

　現在は、以下のような役職についている。

1993年～現在　オックスフォード大学グリーン･カレッジ

　　　　　　　　特別研究員　　　‾

1993年～現在　オックスフォード林学研究所準会員

1993年～現在

　GIFTS（Global lnitiative For Traditlona1 Systems

　of Hcalth/伝統的保健システムのグローバル・イニシア

　ティブ）会長

1998年～現在　国連開発計画顧問

1998年～現在　オックスフォード大学国際開発センター、

　クイーン･エリザベス・ハウス上級研究員

1998年～現在　伝統医学システム英連邦ワーキング・グ

　ループ長

1999年～現在　オックスフォード大学医学部公衆衛生科講師

出版物

　世界各地の伝統医学､薬草や熱帯病医学について定期刊

行誌で論文を多数発表しているほか、本の出版も数多い。
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　アムダ・インターナショナルはア∠、

ダの名誉顧問をお願いしている方々を

シリーズで紹介している。今回はその

としてDr.Gerard　C.

Prof.Terence J. Ryanの

　　　　　　Prof. Terence J. Ryan

オックスフォード大学皮膚科学部名誉教授兼名誉顧問医

誉教授である。1932年生まれ。

略歴は下記の通り：

名誉職

　ジェファーソン医科大学（米国フィラデルフィア）非常勤教授

　マイクロサーキュレーション研究所（北京）名誉教授

国際皮膚科学会における役職

　皮膚科学国際委員会会員

　皮膚科学国際財団会長

　皮膚科学国際協会名誉会長

　12の皮膚科学協会の海外名誉会員

　国立医学学会（ベネズエラ）海外通信会員

　国立医学学会（ブラジル）海外名誉会員

過去の役職

　英国皮膚科学者協会会長

　ヨーロッパ人体組織治療協会会長

　英国マイクロサーキュレーション協会会長

　ヨーロッパ・マイクロサーキュレーション協会会長

　世界マイクロサーキュレーション学会会長

　ハンセン病関係における活動

　セント・フランシス・ハンセン病協会名誉医学顧問

　LEPRA医学諮問委員会メンバー

　ハンセン病プログラムの持続性に関するILEP委員会メ

　ンバー（1995年11月アムステルダム）

　世界保健機構（WHO）第フ回ハンセン病諮問委員会メ

　レバー（1997年６月ジュネーブ）

その他の活動

　伝統医学と西洋医学の融合促進を目指すGIFTS

（Global lnitiative For Traditional Systems of Health/

伝統的保健システムのグローバル･イニシアティブ）の理

事として世界を飛び回っている。

出版物

　皮膚科学、外傷治癒、マイクロサーキュレーション、リ

ンパシステム、ハンセン病、伝統医学などについて50〔〕以

上の論文を執筆している。



（　事務局便り　）
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　３月24田二発生した震度５におよぶ公子地震では

中国地方のAMDA会員の皆様の中にも被害に遭わ

ねた方が多くいらっしやるのではないでしょうか。

　帽も早い復興をお祈りするとともに、被災地の皆

様にお見舞い申し上げます。

　新年度が始まり、AMDA会員の皆様も新しい生活

を始められた方がいらっしやる二とと思います。

AMDA事務局でも新しいボランティアの皆さんに登

録をお願いしております。具体的にはAMDA服務

局内でのコンピューターの打ち込み業務、事務補助

業務、イベント時の手伝い、あるいは緊急救援時サ

ポーター等のを録です。

　さらに新規AMDA会員、AMDA高校生会員への

ご人会も併せてお願いしております。

　どうぞAMDAの活動をご理解くださり、ご登録、

ご人会ドさいますようお願いいたします。

　　　ＡＭＤＡ事務局ボランティア登録

ボうシティア活動が可能な曜日、時間あるいは業務を登

録の際に記入していただき、日程等にあわせて服務局内

でお願いする作業を準備します。

イベントボランティアの場合にはその都度連絡させてい

ただき、ご都合にあわせて日程等を決めさせていただき

ます。

　　　　　緊急救援サポーター登録

　緊急時のご寄付や物資の提供、あるいは国内作業にご

協力いただける方にご登録していただき、AMDAが緊急

救援活動を開始した際にAMDAホームベージや速報等で

ご協力を呼び掛けます。（予め芦想出来ない活動ですか

ら、その時に活動できる方のみにお願いすることとなり

ます｡）

　　　　　　　ＡＭＤＡ会員募集

　本誌綴じ込みの郵便振替用紙裏をご参照いただき、同

用紙にご記入のうえ､会費をお振込いただき､ご入会手続

きとなります。既に会員の皆様はお知り台いをご紹介‾ﾄﾞ

さい。

　　　　　ＡＭＤＡ高校生会員募集

　今月号で掲載しましたように、AMDA高校生会は地道

な活動を続けております｡学年交代の現在､会員が少なく

なっております。活動は高校２年生までですので、新１、

２年のご人会をお持ちしております。

ＡＭＤＡインターナショナルスタッフ募集

本誌口ページをご参照ください。

登録先･お問い合わせ先は：

　　　　　ＡＭＤＡ事務局　ＴＥＬ ０８６-２８４-７７３０

　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ ０８６-２８４-８９５９

＊ご入会、会費、ご寄付、その他ご購入のための振込は、本誌綴じ込みの

　郵便振替用紙をご使用下さい。連絡欄に振込目的を明記して下さい。
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＊全日信販のＡＭＤＡカード

　　　　(クレジットカード)

　ご利用額の一部がAMDAに寄付されます。

AMDAカードについてのお問い合せは、

全日信販株式会社本社営業部

086-227-7161です。

ＡＭＤＡホームページ

http://www.amda.or.jp
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　　｢いきなり国際ボランティア｣

　　　　旧ユーゴスラビアを行く

　　　　　　　淀川　直美

本体価格1,800円十税　◇　株式会社　ｼｰｴﾑｼｰ　発行
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　　　2001年は、国連採択“国際ボランティア年”

★“平和を守る努力は惜しんではいけない”戦禍の国・旧ユーゴスラビア

　　から平和な国・日本への厚いメッセージ。

★　初めての難民救援ボランティア！感動と涙の悪戦苦闘奮戦記
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ボリビア 病院搬送前救急救命研修

みなさんのちからを

　必要とする人たちがいます
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AMDA募金箱を置いていただける方はご連絡下さい（TEし086-284-7730）
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